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1月 定例会 (1)

令和 4年 1月 19日 (水) 14時 00分開 催 日 時

開 催 場 所

1開  会

2 前回議事録の承認

3議  題

県庁行政棟 「教育委員会室」

O第 32号議案
令和 4年度長崎県立特別支援学校の幼稚部、高等部及び高等部専攻科の募集定員について

4報  告

(1)令和 4年度県立学校職員 (実習助手、寄宿舎指導員)採用試験 (第 2次試験)及び

令和 4年度県立学校職員 (船員)採用試験の結果について

(2)「長崎つ子の心を見つめる教育週間」の取組結果等について

(3)第 51回九州ブロック社会教育研究大会長崎大会 令和 3年度長崎県社会教育
研究大会について             十

(4)第 36期第 2回長崎県社会教育委員の会議結果について

(5)長崎県立長崎図書館郷土資料センター開館記念行事について

(6)長崎県教育庁職員 (文化財保護に従事する者)の採用選考試験の結果について

(7)令和 3年度全国体力・運動能力、運動習慣等調査の結果について    ,

(特別支援教育課)

(高校教育課)

(児童生徒支援課)

(生涯学習課)

(生涯学習課)

(生涯学習課)

(学芸文化課)

(体育保健課)





第 32号議案
(特別支援教育課)

令和4年度長崎県立特別支援学校の幼稚部、高等部及び高等部専攻科の募集定員について

9曹縛理由)

令和4年度長崎県立特別支援学校幼稚部、高等部及び高等部専攻科の募集定員を下記の

とおり定めようとするものである。

(内  容)
1 1学級あたりの定員
(1)幼稚部  6人  (2)高等部   8人  (3)高等部専攻科  8人

2 募集定員
(1)幼稚部 18人 (2)高宴群郁 860人   (3)高卸 葉嗣唆雰斗 32人

3 定員の考え方
(1)「学憐独謝釣肘謝眼Jl第 1?0条)」 に基づいて、公螂 け鬱鐸校の期 の
1学級の幼児数は6人としている。

(2)「公立高等学校の適正配置及び教職員定数の標準等に関する法律 (第 14条l」 に

基づいて、公立特別支援学校の高等部の1学級の生徒数は8人としている。

(3)各学校の募集定員については、進学希望状況調査等による志願者数を基礎資料と

した。

学校月1の募集定員
1)螂 人l

(2) O半町立:人l

4

3年度定員 増 減募錠 員学 校 名障害種別

6 06盲 学 校視覚障害

06 6ろ う 学 校

6 06ろう
聴覚障害

018 18計計

増 減辮 員 9年度定員学 科 名障害種別 学 校 名

8 0普 通 科 8盲   学   校視覚障害

08 8
総合デザイン科

理 容 科
ろ  う 学  校聴覚障害
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知的障害
佐世保特別支援学校 普 通 科

40 32 8

肢体不自由 8 8 0

知的障害

佐世保特別支援学校

高等部上工島分教室
普 通 科 8 8 0

佐世保特別支援学校

北  松  分  校 普 通 科
16 8 8

島原特別支援学校 普 通 科 24 24 0

虹の原特別支援学校

麟 ビス科 8 8 0

普 通 科 56 40 16

虹の原特別支援学校

高等部姑馬分教 室
普 通 科 8 8 0

虹の原特別支援学校

壱  岐  分  校 普 通 科 8 8 0

鶴南特別支援学校 普 通 科 32 24 8

鶴 南特別支援 学校

高等部西彼杵分教室
普 通 科 8 8 0

鶴 南 特別 支 援 学 校

時  津  分  校 普 通 科
24 24 0

鶴 南 特別 支 援 学 校

工  島  分  校 普 通 科
16 8 8

希望が丘高等特別支援学校

′ヒ
ー
ビス科

流通サービス科

環境デザイン科

32 32 0

川棚特別支援学校 普 通 科 16 16 0

肢体不自由
長崎特別支援学校 普 通 科 8 8 0

諌早特別支援学校 普 通 科 16 16 0

病弱・肢体不自由 桜が丘特別支援学校 普 通 科 16 24 -8

計 360 320 40

備考)1

2

特別の理由がある学校については、県教育委員会と協議の上、実情に応
じ、定員を超えて入学を許可することができる。
虹の原特別支援学校高等部就業サービス科の募集定員 (8人)と希望が丘高
等特別支援学校の募集定員 (32人)については、昨年5月の定例教育委員
会で決定済貌
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(3) 人)

増 減募集定員 3年度定員学 科 名学 校 名障害種別

08理 療 科 8

8 08保健理療科
盲   学   校視覚障害

08 8総合デザイン科

8 0理 容 科 8
ろ  う 学  校聴覚障害

032 32計
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令和4年度 令和 3年度 令和 2年度
学 校 名 学  科

定員 志願者見込 定員 志願者見込 定員 志願者見込

1 盲  学  校 普 通 科 8 0 8 0 8 5

2 ろ う 学 校 総合デザイン科

理 容 科
8 2 8 0 8 2

佐世保特別支援学校

【知的障害】
普 通 科 40 34 32 27 40 34

佐世保特別支援学校

【肢体不自由】
普 通 科 8 4 8 4 8 33

佐世保特別支援学校

高等部上五島分教室
普 通 科 8 7 8 3 8 3

4
佐世保特別支援学校

北 松 分 校 普 通 科 16 8 8 6 8 5

5 島原特別支援学校 普 通 科 24 17 24 19 16 14

就業

サービス科
8 9 8 11 8 17

虹の原特別支援学校
普 通 科 56 45 40 30 56 496

虹の原特別支援学校

高等部対馬分教室
普 通 科 8 3 8 3 8 4

7
虹の原特別支援学校
壱 岐 分 校 普 通 科 8 1 8 4 8 5

鶴南特別支援学校 普 通 科 32 25 24 15 32 27
8
鶴南特別支援学校

高等部西彼杵分教室
普 通 科 8 4 8 2 8 1

9
鶴南特別支援学校

時 津 分 校 普 通 科 24 14 24 15 16 10

10
鶴南特別支援学校
五 島 分 校 普 通 科 16 8 8 6 8 6

11 希望が丘高等特別支援学校
生活サービス科

流通サービス科

環境デザイン科 1

32 36 32 35 32 27

12 川棚特別支援学校 普 通 科 16 10 16 11 24 19

13 長崎特別支援学校 普 通 科 8 7 8 5 8 7

14 諌早特別支援学校 普 通 科 16 11 16 13 16 13

15 桜が丘特別支援学校 普 通 科 . 16 8 24 20 8 6

計 860 253 320 229 328 257

倍 率 0. 70 0。  72 0。  78

資料 1

令和 2～令和 4年度 長崎県立特別支援学校高等部志願者数等

※ 特別の理由がある学校については、県教育委員会と協議の上、実情に応じ、定員を超えて入学を
許可することができる。
※ 令和 4年度の志願者見込は、令和 3年 12月 10日 現在の調査結果によるものである。
※ 虹の原特別支援学校高等部就業サービス科は志願者数 9人 (倍率 1.13倍 )、 希望が丘高等特
別支援学校は志願者数 36人 (倍率 1,13倍 )である。また、入学者選考検査は 1月 13日 、
14日 (虹の原特別支援学校高等部就業サービス科は 1月 14日 のみ)に実施され、合格者発表
は 1月 21日 である。
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資料 2

令和4年度高等部専攻科志願者見込状況

令和 4年度幼稚部志願者見込状況
(4i5歳児は欠員補充)

令和 3年 12月 10日 時点
(単位 :人 )

令和 3年 12月 10日 時点
(単位 二人)

障害種別

学 校 名 3歳 児 4歳 児 5歳 児

定 員 志願者見込 在籍者 志願者見込 在籍者 志願者見込

視覚障害 盲学校 6 0 0 0 0 0

聴覚障害

ろう学校 6 3 2 0 0 1

ろう学校佐世保分教室 6 1 1 0 1 2

計 18 4 3 0 1 3

障害種別 学 校 名 学 科 名 定 員 志願者見込 備 考

視覚障害 盲 学 校

理 療 科 8 1 本校高等部からの志願者 1

保健理療科 8 0 本校高等部からの志願者 10

聴覚障害 ろう学校

総合デザイン科 8 3 本校高等部からの志願者 3

理 容 科 8 2 本校高等部からの志願者 2

計 32 6
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件名
令和4年度県立学校職員 (実習助手、寄宿舎指導員)採用試験 (第 2次試験)及び
令和4年度県立学校職員 (船員)採用試験の結果について

概要 1試 験

(1)試 験 日
(2)試験会場
(3)試験内容
(4)合格者発表

令和 3年 12月 13日 (月 )
長崎県庁行政棟

①小論文試験 ②個人面接
令和4年 1月 14日 (金 )

2 受験者数及び合格者数
(1)実習助手、寄宿舎指導員
<A採用 (障害者特別採用選考)>

<B採用>

職 ‐ 種

志願者数

(A)

受験者数

(B)

第1次試験

合格者数

(C)

第2次試験

合格者数

(D)

倍率

(B)/(D)

実習助手 (理  科 ) 1 1 1 1 1. 0

実習助手 (商  業 ) 1 1 1 0

実習助手 (特別支援 ) 6 6 5 1 6. 0

合  計 8 8 7 2 4. 0

職  種

志願者数

(A)

受験者数

(B)

第1次試験

合格者数

(C)

第2次試験

合格者数

(D)

倍率

(B)/(D)

実習助手 (理  科 ) 11 11 5 2 5.  5

実習助手 (農  業) 5 5 5 1 5. 0

実習助手 (工業機械 ) 8 7 6 3 2. 3

実習助手 (工業電気) 5 4 4 1 4. 0

実習助手 (工業化学) 4 4 4 1 4. 0

実習助手 (工業上木) 7 6 5 1 6. 0

実習助手 (商  業) 8 7 6 1 7. 0

実習助手 (特別支援) 14 14 5 1 14. 0

小  計 62 58 40 11 5. 3

寄宿舎指導員 23 23 6 1 23. 0

合  計 85 81 46 12 6. 8

報 告 事 項 (1)
高 校 教 育 課
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(2)船員

3 結果の通知
令和 4年 1月 14日 (金)

(参考)昨年度の実施状況
実習助手及び寄宿舎指導員

<A採用 (障害者特別採用選考)>

<B採用>

船員

実施なし

職  種

志願者数

(A)

受験者数

(B)

合格者数

(C)

採用

予定者数

(D)

倍率

(B)/(D)

船員 (機関員) 1 1 1 1 1. 0

職 種

志願者数

(A)

受験者数

(B)

第1次試験

合格者数

(C)

第2次試験

合格者数

(D)

倍率

(B)/(D)

実習助手 (理  科 ) 3 3 3 0

実習助手 (特別支援) 11 11 5 1 11. 0

合  計 14 14 8 1 14. 0

職   種

志願者数

(A)

受験者数

(B)

第1次試験

合格者数

(C)

第2次試験

合格者数

(D)

倍率

(B)/(D)

実習助手 (理  科) 13 11 6 1 11. 0

実習助手 (農  業) 11 11 7 1 11. 0

実習助手 (工業機械 ) 4 3 2 1 3. 0

実習助手 (工業化学) 5 5 4 2 2. 5

実習助手 (工業建築) 3 3 3 1 3. 0

実習助手 (特別支援) 14 14 5 1 14. 0

小  計 50 47 27 7 6. 7

寄宿舎指導員 25 25 7 2 12. 5

合  計 75 72 34 9 8. 0
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件  名
「長崎つ子の心を見つめる教育週間」の取組結果等について

概  要 1 概 要
各学校で教育週間を設定し「地域の子どもを地域ではぐくむ」という

気運を高め、「〕泌豊かな長崎っ子の育成 (命を大切する心や思いやりの

心の育成 。あこがれや将来への志の育成 。あいさつやマナーの向上)」
を目的として、公開授業や体験活動、家庭 。地域との連携等の取組を

実施した。

今年度は新型コロナウイルスの感染状況を鑑みて、実施期間を 5月

から 7月 の間で各学校が設定する一定期間とし、弾力的に取り組ん
だ。

2 実施状況
(1)教育週間中の学校訪問者数及び企画・運営などへの協力者数

小学校 中学校 高等学校 特別支援学校 全  体

訪問者数 (人 )

(一校あたり)
58,225

(185)

11,337

(68)

2,492

(44)

899

(69)

72,953

(132)

協力者数 (人 )

(一校あたり)
7,412

(24)

2,323

(14)

587

(lo)

205

(16)

10,527

(19)

〔参考〕訪問者数等の推移

H29 H30 Rl R2 R3

訪問者数 (人 )

(一校あたり)
110,418

(193)

104,954

(185)

110,756

(195)

83,927

(150)

72,953

(132)

協力者数 (人 )

(一校あたり)
16,776

(29)

20,296

(36)

22,002

(39)

10,845

(19)

10,527

(19)

※ 今年度は新型コロナウイルス感染症の影響を踏まえ、感染及びその拡大
リスクを軽減しながら、弾力的に取り組んだ。拡大防止策を第一に考えた

結果、 3密を防ぐため、訪問者数は減少した。

報 ― 告  事  項  (2)
児童生徒支援課
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(2)学校で取り組む 5項 目
①  「命に関する講話」等を通して、かけがえのない命を大切にする心情
育む。

② 本教育週間の取組について、家庭。地域・関係機関等と連携して企画
運営にあたる。

③ 情報 モ フル教育教材 「 S N S ノ ト なが さき」 を活用 した情報モ フ

の 学びを通 して 相手 の 立場 1こ立 た言動な どを大切 I す る 泌
!l青
を育むつ

④ 話し合いや学びの場を通して、「いじめ (SNSによる誹謗中傷・新型コ
ロナウイルス感染症における偏見や差別等を含む)はどんな理由があつ

もいけないことだ」という意識を育む。

⑤  「道徳の授業」、高等学校及び特別支援学校高等部にあつては「道徳教
育に関わる教育活動」を全学級で公開する。

(3)今年度の各学校の具体的な取組
。「命の大切さや思いや り」及び「人権」に関する講話及び集会

・情報モラル教育教材 「SNSノ ー ト。ながさき」を活用した授
・老人クラブとのふれあい体験活動や親子あいさつ運動

。「被爆体験講話」や図書ボランティアによる
「命の本」読み語 り

。「生命尊重」及び「いじめ根絶」をテーマにした道徳授業の公開

・道徳授業等のWEB配 信、録画WEB公 開

(4)「 SNSノ ー ト・ながさき」を活用した情報モラル教育の実施
。令和元年度 実施率…87%
・令和 2年度 実施率…95%
け令和 3年度 実施率…9,%
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件  名
第 51回九州プロック社会教育研究大会長崎大会
令和 3年度長崎県社会教育研究大会について

概  要 1 目的
本大会では、社会教育関係者や学校教育関係者、まちづくり関係者等が

一堂に会し、各県・各地域の多様な「連携 。協働」の実践について学び合
い、語り合うことを通して、「住みたい、住み続けたい、もどつてきたい」
ふるさとづくりに向けた、社会教育の新たな可能性を考える契機とする。

2 対象
九州各県・各市町村社会教育委員及び生涯学習 。社会教育関係職員

学校教育関係者 公民館関係者 社会教育関係団体関係者
まちづくり関係者 他

3 実施概要
(1)期  日
(2)会 場

(3)参加数

令和 3年 12月 19日 (日 )

長崎県庁 大会議室ABC
850名
県外 :約 570名 、県内 :約 280名
来場参加 :約 170名 、オンライン参加 :約 680名

(4)テーマ 人を育み、人をつなぎ、持続可能なふるさとをつくる
社会教育を目指して～ “連携・協働"を キーワー ドに～

(5)内 容
① 表彰式  令和 3年度長崎県社会教育委員連絡協議会表彰式
② 開会行事

③ インタビュー 。ダイアロエグ

・テーマ みんなでつくる ふるさとのカタチ
～ふるさとへの思いと、これから私たちができること～

・登壇者 県立宇久高校 3年上村盛将、 2年鈴木遥萌、柏田教頭
(―社)東彼杵ひとこともの公社代表理事 森 一峻
(一社)ナガサキベイデザインセンター代表理事 梅元建治
諫早市飯盛町 地域共生助け合い隊会長  藤本人重子

・インタビュアー 生涯学習課参事 椋本博志

④ 閉会行事

報 告 事 項 (3)
生涯学習課
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(6)本大会の特徴

① 本県社会教育が実践する「多世代
。多分野」参画による大会

・インタビュー =ダイアローグでは、高校生から高齢者までの多世代、

学校・企業・NPO法人等の多分野から登壇者を選出。
・長崎大学との共催。県内大学生 (長崎発 GP※)の大会運営 (司会、

録画 う配信係、会場係、受付係、案内係)への参画。

(※長崎発グローカル人材育成プログラム 県内 11大学等が連携
して活動している。)

・登壇者以外にも、県内関係団体の様々な活動を展示・映像等で紹介。

・長崎大学教育学部附属小学校児童が考案した、長崎の食材をふんだ

に使い郷土料理を盛り込んだ弁当の販売。

②対面とオンラインによる大会運営

・全体会は、封面及びオンライン (ライブ配信)で開催。
・分科会及び全体会は、後日、オンライン録画配信。

(いずれも限定公開のYouTube配信)
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件  名 第36期第 2回長崎県社会教育委員の会議結果について

概  要 1.開催日  令和 3年 12月 19日 (日 )

2.出席者 社会教育委員 14名 (欠席2名 )
生涯学習課  9名

3.協議事項
(1)九州ブロック社会教育研究大会について
(2)現在の市町での社会教育の現状について
(3)令和 3年度社会教育関係研修会等の取組状況について
(4)その他 (今後の予定・方向性等)

4.協議内容 (概要)
○ 九州プロック社会教育研究大会について
。登壇者の選定がよく、素晴らしい内容だつた。    |
e委員が特に印象に残つた取組としては、以下の通りであつた。
① 宇久高等学校の「Uku Labo」 の “宇久にないものを倉U造する"取組
特に魚醤油 。マーマレー ドづくり、宇久島楽園ミーティング

② 東彼杵ひとこともの公社の森一峻氏の「一流の田舎づくり」「ひと。

もの。ことをつなぐ情報発信」「ひとこともの研究所構想」

③ ナガサキバイデザインセンターの梅元建治氏の「思いついたら実

践」「学びを通した地域活動」

④ 飯盛地区地域共生助け合い隊の藤本人重子氏の「高齢者がお互い様
で支えあう組織づくり」「役に立つ高齢者の背中を見せて地域の後

継者を育てる」
○ 県内の社会教育の現状について
。コロナの影響により、社会教育も新たな手法を取り入れながら展開
している。
。 これまで社会教育が大事にしてきたもの、例えば、対面の研修や協
議の機会が減少し、ICTを活用したものが優先されるようになつて
きている。
・ 社会教育関係団体は会員減少に加え、活動の機会も減少し、団体の

弱体化に一層拍車がかからてぃる。
① 今後の方向性について
。現状を踏まえて、ICTを活用する場合のメリント°デメリットの整
理、検討を行ぃ、今後の社会教育の在り方について、今期中に意見
のとりまとめを行いたい。

報 告 事 項 (4)
生涯学習課
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件  名
長崎県立長崎図書館郷土資料センター開館記念行事について

概  要
1 開館記念式典

(1)日 時  令和 4年 3月 26日 (上)10時 ～

(2)場所  県立長崎図書館郷土資料センター 集会・研修室 ′

(3)式次第 ①テープカット

②開式、式辞、来賓祝辞、祝賀演奏、閉式

※式典終了後、内覧会 (希望者のみ)

2 開館記念講演会

(1)日 時  令和 4年 3月 26日 (土)15時 ～ 16時 30分

(2)場所  県立長崎図書館郷土資料センター 集会・研修室

(3)講師  垣根 涼介氏 (諌早市出身・作家)

(4)姑象  県民 (応募多数の場合は抽選)

※ミライ on図書館をサテライト会場としてライブ配信

3 開館式 日開館 (グラン ドオープン)

(1)日 時  令和 4年 3月 27日 (日 )9時 50分～

(2)場所  県立長崎図書館郷土資料センター エントランス

(3)内容  除幕式、館長挨拶

(4)開館  令和 4年 3月 27日 (日 )10時 ～ 供用開始

4 開館プレイベン ト

(1)日 時  令和 4年 1月 9日 (日 )、 10日 (月 ) 10時 ～ 17時

2月 5日 (土)、  6日 (日 ) 10時 ｀ 17時

(2)場所  長崎市立図書館 多目的ホール (長崎市興善町)

(3)内容  郷土資料センター紹介パネル展及び利用カード登録コーナー設置

※各行事は新型コロナウイルスの感染状況により、内容等が変更になる場合有 り

報 告 事 項 (5)
生涯学習課
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件  名 長崎県教育庁職員 (文化財保護に従事する者)の採用選考試験の
結果について

概  要 1 第 1次試験
(1)試験日時
(2)試験会場
(3)試験内容

2 第 2次試験
(1)試験日時
(2)試験会場
(3)試験内容

令和 3年 9月 26日 (日 )10時～12時、13時～14時
県庁行政棟 3階 315会 議室
・専門試験 (筆記試験)
。実技試験 (遺物実測図作成)

令和 3年 11月 28日 (日 )10時～12時
県庁行政棟 3階 308会 議室
・個人面接

3 最終合格者   2名

【選考経過】

※ ( )の数字は女性の受験者数 (内数 )
4 結果の通知
・令和 3年 12月 24日 (金 )
。本課ホームページ掲載 と併せて第 2次試験受験者全員^文書に

て通知

5 今後のスケジュール
B県人事委員会に対し採用選考申請を行う。

・令和 4年 3月 開催の人事委員会において正式決定の後、令和 4年 4月

1日 付け採用予定。

志願者数

(A)

第1次試験

受験者数

(B)

第1次試験

合格者数

(C)

第2次試験

受験者数

(D)

最 終

合格者数

(E)

倍 率

(B)/(E)

文化財保護に

従事する者

7

(4)

7

(4)

4

(R)

3

(2)

2

( 1 )
31 5

報 告 事 項 (6)
学芸文化課
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件 名 令和 3年度全国体力日運動能力、運動習慣等調査の結果について

1 調査期間
0令和 3年 4月 ～ 7月

2.調査対象及び参加状況  ()は 全国
0小学校 5年生及び中学校 2年生 (義務教育学校、特別支援学校を含む)

0長崎県    小学生 11,342人 (公立学校 1,018,564人 )
中学生 10,362人 (公立学校  916,758人 )

※平成 23年度は東日本大震災の影響により全国調査は中止。

※令和 2年度は新型コロナウイルスの影響により調査を中止。

3 調査内容
(1)実技に関する調査 (新体カテスト)
握力、上体起こし、長座体前屈、反復横とび、持久走

。シャトルラン、

50m走、立ち幅とび、ボール投げ  (以上 8種目)
※小学校はシャトルラン。中学校は、持久走

。シャトルランのどちらか

を選択。

(2)質問紙調査
運動習慣、食習慣、生活習慣、学校体育の指導等

4 調査結果における全国の概要
0合計点については、令和元年度に比べ、小中男女ともに低下し、男子は

小中ともに過去最低となつた。

●種目別に見ると、前回調査 (令和元年度)に比べ

。「上体起こし」「反復横とび」「シャトルラン」「持久走」は、小中男女

とも大きく低下した。
。「長座体前屈」は小中男女とも向上した。

0「握力」「50m走」「立ち幅とび」「ボィル投げ」は、中学男子メ外は低
下 した。

5 調査結果における本県の概要
(1)体カテスト合計点における本県の平均点  ※合計点は80点満点
0小学校    男子 51.62点  (全国 52.52点)(▼ 0.90点 )

女子 53.23点  (全国 54.64点)(▼ 1.41点 )

0中学校    男子 41.38,点 (全国 41.18,点)(△ 0。 20J点 )
女子 49.22点  (全国 48.56点)(△ 0.c6点 )

報 告 事 項 (7)
体育保健課
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(2)調査結果から判明した本県の課題
0合計点は、小学男女で全国平均を下回り、中学女子は全国平均を上回つ
た。 l′Jヽ学男女は過去最低)

0「持久走」「シャトルラン」は、小中男女で全国平均を上回り、中学男
女は全国トップレベルである。しかしながら、小中男女で過去最低の記

録となり、「動きを継続する能力」の低下が明確となった。

●「長座体前屈」は中学男子で過去最高の記録であつたが、小中男女で全
1国 平均を下回り「体の柔らかさ」が継続した課題となった。
●「上体起こし」は中学男女で全国平均を上回つたがヽガヽ中男女で過去最

低の記録となり、「力強い動き」 (筋力)の低下が顕著となつた。
●「ボーアレ投げ」は、中学男子を除き、全国平均を上回つたが、小学男女

は、過去最低の記録となり、「投げる能力」の低下がみられる。

0「握力」「50m走」は、小中男女で低下傾向にあり、「反復横とび」は、
全国同様、前回調査より大きく低下した。

0「立ち幅とび」は、小学男女と中学女子で全国が低下したのに対して、
本県は向上した。また、中学男子は過去最高の記録となった。

6 1週間の総運動時間の概要
01週間の総運動時間が420分以上の割合は全国に比べると高い結果とな
った。

●中学男女では運動をする子とそうでない子の二極化の傾向がみられる。

●中学女子は、 1週間の総運動時間が 0分の生徒が他と比べて多い結果と

なった。

01週間の総運動時間が 0分の児童 。生徒への対策が課題である。

7 今後の取組について
0「体力向上支援委員会」を開催し、体力向上に向けた対策等について検
討する。

・調査結果の分析

・親子体力向上実践セミナーの活用と啓発、WEBラ ンキングながさき
の運用

●各学校で、自校の課題改善に向けて計画・実践・評価をする「体力向上

アクションプラン」を作成し、体力向上に向けて取り組む。
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【 別 紙 資 料 】

令和 3年度 全国体力・運動能力年運動習慣等調査結果の概要について

■令和 3年度の全国平均と長崎県平均の比較 1 【表 1】
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【 別 紙 資 料 】

【表 3】■令和 3年度と令和元年度の長崎県平均の比較
【R3年度とRl年度の長崎県平均の比較表】
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小学校 5年錫 子

■ 1週間の総運動時間

|」 学ヽ 頼

中 善幹 支

【別 紙 資 料 】

【グラフ4】

【表 5】

※芋斤れ線グラフは、全国の分布です

※折れ線グラフは、全国の分布です

小学校 5年生支子
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【全国 8.8%】
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